別表第十五号　伝送主信号の構成及び送出手順等(第15条第1項関係)
1　1多重フレームに含まれるTSパケット数

モード
1多重フレームに含まれるTSパケット数






ガードインターバル比
1／4
ガードインターバル比
1／8
ガードインターバル比
1／16
ガードインターバル比
1／32

1セグメント形式
モード1
80
72
68
66


モード2
160
144
136
132


モード3
320
288
272
264

3セグメント形式
モード1
320
288
272
264


モード2
640
576
544
528


モード3
1280
1152
1088
1056

13セグメント形式
モード1
1280
1152
1088
1056


モード2
2560
2304
2176
2112


モード3
5120
4608
4352
4224

注　1セグメント形式は放送局の行う超短波放送のうちデジタル放送又はセグメント連結伝送放送であって1セグメント形式のOFDMフレームによるものを、3セグメント形式は放送局の行う超短波放送のうちデジタル放送であって3セグメント形式のOFDMフレームによるものを、13セグメント形式は放送局の行う標準テレビジョン放送のうちデジタル放送及び高精細度テレビジョン放送又はセグメント連結伝送放送であって13セグメント形式のOFDMフレームによるものを表す。
2　伝送主信号の構成及び送出手順
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注
1　TS再多重部において、多重フレームは、いずれかの階層で伝送されるTSパケット及び伝送主シンボルの生成に用いられないヌルデータの入ったTSパケットにより形成される。
2　階層に区分する場合には、キャリア変調マッピングの形式及び誤り訂正内符号の符号化率の組み合わせに応じて、TSパケットの同期バイトの次のバイトから次のTSパケットの同期バイトまでの204バイト単位で階層に分割する。ただし、最大階層数は放送局の行う超短波放送のうちデジタル放送又はセグメント連結伝送放送における、1セグメント形式のOFDMフレームについては1、放送局の行う超短波放送のうちデジタル放送における3セグメント形式のOFDMフレームについては2とし、放送局の行う標準テレビジョン放送のうちデジタル放送及び高精細度テレビジョン放送又はセグメント連結伝送放送における13セグメント形式のOFDMフレームについては3とする。
3　ビット単位で信号処理を行う場合には、当該バイトの最上位ビットから先に行うこととする。
4　電力拡散信号は、別記1のとおりとする。
5　バイトインターリーブは、別記2のとおりとする。
別記1　電力拡散信号
1多重フレームを周期とし、各多重フレームの先頭の1バイトの次のバイトからX15＋X14＋1(15次M系列)により発生する擬似乱数符号系列を加算する。ただし、この間、周期内のTSパケットの同期バイトには加算は行わないが、擬似乱数符号系列の発生は継続するものとする。
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：排他的論理和の演算素子
別記2　バイトインターリーブ
1　バイトインターリーブは、204バイトのTSパケットに対して、畳込みインターリーブを行うものとする。また、インターリーブの深さは12バイトとする。ただし、同期バイトの次のバイトは遅延なしのパス0を通過するものとし、入力と出力は1バイトごとに、パス0、パス1、パス2、…パス11、パス0、パス1、パス2…と順次巡回的に切替えることとする。
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2　バイトインターリーブの前に、以下の遅延補正を設けることとする。
ただし、Nはその階層が使用するセグメント数を表す
キャリア変調マッピング
畳込み符号
遅延補正量(TSパケット数)





モード1
モード2
モード3

4分のπシフト差動4相位相変調
4相位相変調
1／2
12×N―11
24×N―11
48×N―11


2／3
16×N―11
32×N―11
64×N―11


3／4
18×N―11
36×N―11
72×N―11


5／6
20×N―11
40×N―11
80×N―11


7／8
21×N―11
42×N―11
84×N―11

16値直交振幅変調
1／2
24×N―11
48×N―11
96×N―11


2／3
32×N―11
64×N―11
128×N―11


3／4
36×N―11
72×N―11
144×N―11


5／6
40×N―11
80×N―11
160×N―11


7／8
42×N―11
84×N―11
168×N―11

64値直交振幅変調
1／2
36×N―11
72×N―11
144×N―11


2／3
48×N―11
96×N―11
192×N―11


3／4
54×N―11
108×N―11
216×N―11


5／6
60×N―11
120×N―11
240×N―11


7／8
63×N―11
126×N―11
252×N―11

